
規

則

大
分
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

〇
規

則

大
分
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
四
十
五
号

大
分
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
大
分
県
規
則
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
四
の
項
第
四
号
中
「
自
家
用
電
気
工
作
物
」
を
「
事
業
用
電
気
工
作
物
」
に
改
め
、
同
項
第

七
号
中
「
第
三
条
」
を
「
第
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
経
済
産
業
大
臣
」
の
下
に
「
又
は
電
気
工
作
物
の

設
置
場
所
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
」
を
加
え
、
同
項
中
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
九
号
と

し
、
第
十
一
号
を
第
十
号
と
し
、
同
表
の
五
の
項
第
五
号
中
「
第
三
十
七
条
」
を
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」

に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
四
の
項
第
十
五
号
中
「
請
負
代
金
内
訳
書
及
び
」
を
削
り
、
同
項
第
四
十
四
号
中
「
所
管
す

る
工
事
」
の
下
に
「
（
電
気
設
備
及
び
機
械
設
備
に
係
る
工
事
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
、
八
千
万
円
未

満
」
を
「
八
千
万
円
未
満
、
電
気
設
備
及
び
機
械
設
備
に
係
る
工
事
に
あ
つ
て
は
一
千
万
円
未
満
」
に
改

め
、
「
（
電
気
設
備
及
び
機
械
設
備
に
係
る
工
事
の
検
査
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
四
十
九
号
中

「
所
管
す
る
工
事
」
の
下
に
「
（
電
気
設
備
及
び
機
械
設
備
に
係
る
工
事
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
、
八

千
万
円
未
満
」
を
「
八
千
万
円
未
満
、
電
気
設
備
及
び
機
械
設
備
に
係
る
工
事
に
あ
つ
て
は
一
千
万
円
未

満
」
に
改
め
、
「
（
電
気
設
備
及
び
機
械
設
備
に
係
る
工
事
の
出
来
形
部
分
等
の
確
認
を
除
く
。
）
」
を
削

り
、
同
項
第
五
十
二
号
中
「
第
四
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
五
条
（
Ａ
）
第
一
項
及
び
約
款
第
四
十
五

条
（
Ｂ
）
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
十
六
号
中
「
第
四
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
第
三

項
」
に
改
め
、
同
項
第
百
七
号
中
「
第
四
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
四
十
二
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同

表
の
五
の
項
第
九
号
中
「
第
三
十
八
条
」
の
下
に
「
に
お
い
て
準
用
す
る
規
則
第
三
十
条
」
を
加
え
、
同
表

の
六
の
項
第
六
号
中
「
第
七
十
一
条
の
五
」
を
「
第
百
七
十
一
条
の
五
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
の
振
興
局
の
長
の
部
の
二
十
四
の
項
第
二
号
中
「
過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法
（
平
成
二
年

法
律
第
十
五
号
）
第
二
十
三
条
」
を
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）

第
二
十
六
条
」
に
改
め
、
同
表
の
保
健
所
の
長
の
部
の
一
の
款
の
一
の
項
第
七
号
を
削
り
、
同
項
第
八
号
を

同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
中
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
項
第
十
二
号
中
「
失

そ
う
」
を
「
失
踪
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
中
第
十
三
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
を

一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
項
第
二
十
三
号
中
「
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
四
十
六
条
の

五
第
一
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
二
号
と
し
、
同
項
第
二
十
四
号
を
削
り
、
同
項
第
二

十
五
号
中
「
第
四
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
四
十
六
条
の
五
第
六
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
二
十
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二
十
四

法
第
四
十
六
条
の
五
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
診
療
所
の
み
を
開
設
す
る
医
療
法
人
の

一
時
役
員
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
を
選
任
す
る
こ
と
。

二
十
五

法
第
四
十
六
条
の
六
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
診
療
所
の
み
を
既
に
開
設
し
て
い

る
医
療
法
人
で
医
師
又
は
歯
科
医
師
以
外
の
理
事
か
ら
理
事
長
を
選
出
す
る
場
合
の
認
可
を
す
る
こ

と
。

別
表
第
三
の
保
健
所
の
長
の
部
の
一
の
款
の
一
の
項
第
二
十
八
号
を
削
り
、
同
項
第
二
十
七
号
中
「
第
五

十
条
第
三
項
」
を
「
第
五
十
四
条
の
九
第
五
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
八
号
と
し
、
同
項
第
二
十

六
号
中
「
第
五
十
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
四
条
の
九
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
七
号
と

し
、
同
項
第
二
十
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
六

法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
診
療
所
の
み
を
開
設
す
る
医
療
法
人
か
ら
の
届
出

を
受
理
す
る
こ
と
。

別
表
第
三
の
保
健
所
の
長
の
部
の
一
の
款
の
一
の
項
中
第
二
十
九
号
を
削
り
、
第
三
十
号
を
第
二
十
九
号

と
し
、
第
三
十
一
号
か
ら
第
三
十
七
号
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
款
の
十
五
の
項
中
「
温
泉
法
施
行
規
則

（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
）
を
「
施
行
規
則
」
、
」
を
削
り
、
同
款
の
十
七
の
項
第
一
号
中

「
第
六
条
の
二
」
を
「
第
六
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
六
条
」
を
「
第
四
条
第
一

項
」
に
改
め
、
同
款
の
十
九
の
項
第
五
号
中
「
第
四
十
八
条
第
六
項
」
を
「
第
四
十
八
条
第
八
項
」
に
改

め
、
同
項
第
八
号
中
「
第
五
十
五
条
」
を
「
第
五
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
中
「
第
八

条
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、
同
款
の
二
十
一
の
項
第
五
号
中
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
三
条
」
に
改

め
、
同
款
の
二
十
三
の
項
中
「
、
と
畜
場
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
八
年
大
分
県
規
則
第
七
十
六
号
）
を
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五
十

特
定
特
殊
自
動
車
排

出
ガ
ス
の
規
制
等
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
七
年
法

律
第
五
十
一
号
。
以
下
こ

の
項
中
「
法
」
と
い

う
。
）
に
関
す
る
事
務

一

法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
特
殊
自
動
車

を
業
と
し
て
使
用
す
る
者
に
対
し
、
同
条
第
一
項
の
指
針
に
即
し

て
特
定
特
殊
自
動
車
排
出
ガ
ス
の
排
出
抑
制
を
図
る
こ
と
に
つ
い

て
指
導
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。

二

法
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
特
殊
自
動
車

の
使
用
者
に
対
し
、
そ
の
業
務
の
状
況
等
必
要
な
事
項
に
関
し
報

告
さ
せ
る
こ
と
。

三

法
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
に
特
定
特
殊
自

動
車
の
使
用
者
の
工
場
若
し
く
は
事
業
場
又
は
特
定
特
殊
自
動
車

の
所
在
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
特
定
特
殊
自
動

車
、
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
又
は
関
係
者
に

質
問
さ
せ
る
こ
と
。

「
施
行
細
則
」
」
を
削
り
、
同
款
の
二
十
九
の
項
第
十
八
号
中
「
法
第
十
四
条
の
四
第
一
項
に
」
を
「
同
条

第
二
項
に
」
に
改
め
、
同
款
の
三
十
三
の
項
第
一
号
中
「
第
八
条
」
を
「
第
八
条
第
一
項
（
法
第
十
五
条
及

び
第
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
「
状
況
」
の
下
に
「
に
関
す
る
事
項
の
届

出
並
び
に
高
濃
度
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
使
用
製
品
の
廃
棄
の
見
込
み
に
関
す
る
事
項
」
を
加
え
、
同
項
第

六
号
中
「
第
六
条
」
を
「
第
十
条
第
二
項
、
第
十
一
条
、
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
八
条
」
に
、
「
に
変

更
」
を
「
及
び
高
濃
度
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
使
用
製
品
の
所
在
場
所
の
変
更
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第

九
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
第
十
八
条
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
（
法
第
十
九
条
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
、
「
そ
の
職
員
」
を
「
職
員
」
に
改
め
、
「
処
分
」
の
下
に
「
及
び
高

濃
度
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
使
用
製
品
の
廃
棄
」
を
、
「
に
お
い
て
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
」
の
下

に
「
及
び
高
濃
度
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
使
用
製
品
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
四
号

中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
二
十
四
条
（
法
第
十
九
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」

に
改
め
、
「
処
分
」
の
下
に
「
及
び
高
濃
度
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
使
用
製
品
の
廃
棄
」
を
加
え
、
同
号
を

同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
十
六
条
第
二
項

（
法
第
十
九
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と

し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

二

法
第
十
条
第
二
項
（
法
第
十
五
条
及
び
第
十
九
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
処
分
終
了
及
び
高
濃
度
ポ
リ
塩
化
ビ
フ

ェ
ニ
ル
使
用
製
品
の
廃
棄
終
了
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

三

法
第
十
条
第
三
項
第
二
号
及
び
第
十
八
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
濃
度
ポ
リ
塩
化
ビ

フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
処
分
及
び
高
濃
度
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
使
用
製
品
の
廃
棄
の
特
例
処
分
期
限
日

に
係
る
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

四

法
第
十
条
第
四
項
（
法
第
十
九
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基

づ
き
、
高
濃
度
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
処
分
及
び
高
濃
度
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
使
用
製
品

の
廃
棄
の
特
例
処
分
期
限
日
に
係
る
届
出
事
項
の
変
更
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

五

法
第
十
二
条
第
一
項
（
法
第
十
五
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

基
づ
き
、
事
業
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
処
分
そ
の
他
必
要
な

措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

別
表
第
三
の
保
健
所
の
長
の
部
の
一
の
款
の
三
十
五
の
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、

第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
款
の
三
十
八
の
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
第
三

条
」
の
下
に
「
、
第
三
条
の
二
第
二
項
」
を
加
え
、
同
項
第
七
号
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条

第
二
項
」
に
改
め
、
「
閉
鎖
」
の
下
に
「
若
し
く
は
業
務
用
の
車
両
の
そ
の
営
業
の
た
め
の
使
用
の
停
止
」

を
加
え
、
「
こ
れ
ら
」
を
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
の
閉
鎖
」
に
改
め
、
同
款
の
三
十
九
の
項
第
四
号
中
「
第
七

条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
二
項
」
に
、
「
こ
れ
ら
の
処
分
」
を
「
営
業
の
許
可
の
取
消
し
」
に
改
め
、
同

款
の
四
十
の
項
第
七
号
中
「
第
九
条
」
を
「
第
九
条
第
二
項
」
に
改
め
、
「
又
は
停
止
処
分
」
を
削
り
、
同

款
の
四
十
一
の
項
第
五
号
中
「
当
該
処
分
に
つ
い
て
弁
明
等
の
機
会
を
与
え
る
」
を
「
営
業
の
許
可
の
取
消

し
に
つ
い
て
公
開
聴
聞
を
行
う
」
に
改
め
、
同
款
の
四
十
三
の
項
第
四
号
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
」
の
下

に
「
（
法
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
款
中
五
十
八
の
項
を

五
十
九
の
項
と
し
、
五
十
三
の
項
か
ら
五
十
七
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
款
の
五
十
二
の
項
第

三
号
中
「
第
三
条
第
二
項
」
を
「
第
三
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
三
条
第
三
項
」
を
「
第

三
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
三
条
第
四
項
」
を
「
第
三
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
六

号
中
「
第
三
条
第
五
項
」
を
「
第
三
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
款
の
五
十
三
の
項
と
し
、
同
款
中
五

十
一
の
項
を
五
十
二
の
項
と
し
、
五
十
の
項
を
五
十
一
の
項
と
し
、
四
十
九
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。別

表
第
三
の
保
健
所
の
長
の
部
の
二
の
款
の
三
の
項
第
八
号
中
「
第
五
十
六
条
第
八
項
」
を
「
第
五
十
六

条
第
四
項
」
に
改
め
、
「
に
つ
き
、
」
の
下
に
「
本
人
若
し
く
は
そ
の
扶
養
義
務
者
に
対
し
報
告
を
求
め
、

又
は
」
を
加
え
、
「
又
は
資
料
」
を
「
若
し
く
は
資
料
」
に
改
め
、
同
表
の
こ
ど
も
・
女
性
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
長
の
部
の
一
の
款
の
二
の
項
を
削
り
、
同
部
の
三
の
款
の
一
の
項
第
九
号
中
「
看
護
さ
せ
る
」
を
「
監

護
さ
せ
る
」
に
改
め
、
同
項
第
十
四
号
中
「
自
立
を
図
る
た
め
の
援
助
及
び
生
活
指
導
を
継
続
し
て
行
う
こ

と
を
委
託
す
る
」
を
「
延
長
者
に
つ
い
て
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
又
は
第
二
項

の
」
に
改
め
、
同
項
第
十
五
号
中
「
児
童
に
」
を
「
児
童
の
」
に
、
「
加
え
、
ま
た
は
」
を
「
行
い
、
又

は
」
に
、
「
加
え
さ
せ
る
」
を
「
行
わ
せ
る
」
に
改
め
、
同
項
中
第
二
十
九
号
を
第
三
十
一
号
と
し
、
第
十

七
号
か
ら
第
二
十
八
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
十
六
号
中
「
義
務
教
育
終
了
児
童
等
」
を

「
満
二
十
歳
未
満
義
務
教
育
終
了
児
童
等
」
に
、
「
日
常
生
活
上
の
援
助
等
」
を
「
児
童
自
立
生
活
援
助
」

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

二



に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
八
号
と
し
、
同
項
第
十
五
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
六

法
第
三
十
三
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
時
保
護
し
た
児
童
に
つ
い
て
引
き
続
き
一
時
保
護

を
行
い
、
又
は
委
託
し
て
一
時
保
護
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

十
七

法
第
三
十
三
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
護
延
長
者
の
一
時
保
護
を
行
い
、
又
は
適
当
な
者

に
委
託
し
て
一
時
保
護
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

別
表
第
三
の
こ
ど
も
・
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
長
の
部
の
三
の
款
の
二
の
項
第
六
号
中
「
出
頭
の
求
め

に
応
じ
な
い
」
を
「
正
当
な
理
由
な
く
立
入
り
又
は
調
査
を
拒
む
等
を
し
た
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
中

「
第
十
一
条
第
三
項
」
の
下
に
「
（
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
十
一
号
中
「
第
十
一
条
第
四
項
」
の
下
に
「
（
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
十
二
号
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
三
条

第
一
項
（
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
項
第

十
三
号
中
「
第
十
三
条
の
四
」
を
「
第
十
三
条
の
五
（
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
六
号
と
し
、
同
項
第
十
二
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加

え
る
。

十
三

法
第
十
三
条
第
二
項
（
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
施
設
入
所
等
の
措
置
又
は
一
時
保
護
を
解
除
す
る
場
合
に
、
保
護
者
に
対

し
て
、
親
子
の
再
統
合
の
促
進
等
に
必
要
な
助
言
を
行
う
こ
と
。

十
四

法
第
十
三
条
第
三
項
（
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
十
三
条
第
二
項
の
助
言
に
係
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
委
託
す
る

こ
と
。

十
五

法
第
十
三
条
の
二
（
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
施
設
入
所
等
の
措
置
等
を
解
除
す
る
場
合
又
は
児
童
が
一
時
帰
宅
す
る
場
合
に
、

当
該
児
童
の
安
全
の
確
認
を
行
う
こ
と
及
び
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
支
援
を
行
う
こ

と
。

別
表
第
三
の
中
津
児
童
相
談
所
長
の
部
の
一
の
項
第
九
号
中
「
看
護
さ
せ
る
」
を
「
監
護
さ
せ
る
」
に
改

め
、
同
項
第
十
四
号
中
「
自
立
を
図
る
た
め
の
援
助
及
び
生
活
指
導
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
を
委
託
す
る
」

を
「
延
長
者
に
つ
い
て
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
又
は
第
二
項
の
」
に
改
め
、
同
項

第
十
五
号
中
「
児
童
に
」
を
「
児
童
の
」
に
、
「
加
え
、
ま
た
は
」
を
「
行
い
、
又
は
」
に
、
「
加
え
さ
せ

る
」
を
「
行
わ
せ
る
」
に
改
め
、
同
項
中
第
二
十
七
号
を
第
二
十
九
号
と
し
、
第
十
七
号
か
ら
第
二
十
六
号

ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
十
六
号
中
「
義
務
教
育
終
了
児
童
等
」
を
「
満
二
十
歳
未
満
義
務
教

育
終
了
児
童
等
」
に
、
「
日
常
生
活
上
の
援
助
等
」
を
「
児
童
自
立
生
活
援
助
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第

十
八
号
と
し
、
同
項
第
十
五
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
六

法
第
三
十
三
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
時
保
護
し
た
児
童
に
つ
い
て
引
き
続
き
一
時
保
護

を
行
い
、
又
は
委
託
し
て
一
時
保
護
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

十
七

法
第
三
十
三
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
護
延
長
者
の
一
時
保
護
を
行
い
、
又
は
適
当
な
者

に
委
託
し
て
一
時
保
護
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

別
表
第
三
の
中
津
児
童
相
談
所
長
の
部
の
二
の
項
第
六
号
中
「
出
頭
の
求
め
に
応
じ
な
い
」
を
「
正
当
な

理
由
な
く
立
入
り
又
は
調
査
を
拒
む
等
を
し
た
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
中
「
第
十
一
条
第
三
項
」
の
下
に

「
（
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
十
一

号
中
「
第
十
一
条
第
四
項
」
の
下
に
「
（
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
十
二
号
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
（
法
第
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
項
第
十
三
号
中
「
第
十
三
条
の
四
」
を

「
第
十
三
条
の
五
（
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改

め
、
同
号
を
同
項
第
十
六
号
と
し
、
同
項
第
十
二
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十
三

法
第
十
三
条
第
二
項
（
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
施
設
入
所
等
の
措
置
又
は
一
時
保
護
を
解
除
す
る
場
合
に
、
保
護
者
に
対

し
て
、
親
子
の
再
統
合
の
促
進
等
に
必
要
な
助
言
を
行
う
こ
と
。

十
四

法
第
十
三
条
第
三
項
（
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
十
三
条
第
二
項
の
助
言
に
係
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
委
託
す
る

こ
と
。

十
五

法
第
十
三
条
の
二
（
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
施
設
入
所
等
の
措
置
等
を
解
除
す
る
場
合
又
は
児
童
が
一
時
帰
宅
す
る
場
合
に
、

当
該
児
童
の
安
全
の
確
認
を
行
う
こ
と
及
び
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
支
援
を
行
う
こ

と
。

別
表
第
三
の
産
業
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
長
の
部
の
二
の
項
中
第
三
十
八
号
を
削
り
、
第
三
十
九
号
を
第
三

十
八
号
と
し
、
第
四
十
号
か
ら
第
四
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
表
の
土
木
事
務
所
の
長
の
部

の
十
五
の
項
中
「
風
致
地
区
内
に
お
け
る
建
築
物
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
五
年
大
分
県
条
例

第
十
七
号
）
を
「
条
例
」
、
風
致
地
区
内
に
お
け
る
建
築
物
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四

十
五
年
大
分
県
規
則
第
二
十
九
号
）
を
「
風
致
規
則
」
、
」
を
削
り
、
「
開
発
規
則
」
を
「
規
則
」
に
改

め
、
同
項
第
二
号
中
「
及
び
都
市
計
画
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
五
十
八
号
）
第
三
十
六
条
第

一
項
第
三
号
ロ
」
を
削
り
、
同
項
第
十
一
号
中
「
第
四
十
七
条
第
四
項
」
を
「
第
四
十
七
条
第
五
項
」
に
改

め
、
同
項
中
第
十
八
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
を
削
り
、
第
二
十
三
号
を
第
十
八
号
と
し
、
第
二
十
四
号
か

ら
第
二
十
七
号
ま
で
を
五
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
部
の
十
八
の
項
第
六
号
中
「
及
び
第
二
項
」
を
「
か
ら
第

三
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
部
の
二
十
の
項
中
「
こ
の
項
中
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
三
年

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
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報
号
外
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規
則
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大
分
県
規
則
第
五
十
号
）
を
「
施
行
細
則
」
と
い
う
。
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
第
十
条
」
を
「
第
十

二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
（
都
市
計
画
法
第
三
十
四
条
第
十
号
の
規
定
に
よ
り
、
開
発
審
査
会
の
議
を
経

る
こ
と
を
要
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
四
号
及
び
第
五
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
第

十
三
条
」
を
「
第
十
四
条
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第

十
三
条
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
軽
微
な
変
更
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

別
表
第
三
の
土
木
事
務
所
の
長
の
部
の
三
十
の
項
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

法
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
主
等
に
対
し
、
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
す
る
こ
と
。

二

法
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定

を
行
い
、
同
条
第
三
項
の
通
知
書
（
同
項
の
期
間
を
延
長
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
条
第
四
項
の
通
知

書
、
適
合
性
を
決
定
で
き
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
同
条
第
五
項
の
通
知
書
）
を
提
出
者
に
交
付
す
る
こ

と
。

三

法
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定

を
行
い
、
同
条
第
四
項
の
通
知
書
（
同
項
の
期
間
を
延
長
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
条
第
五
項
の
通
知

書
、
適
合
性
を
決
定
で
き
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
同
条
第
六
項
の
通
知
書
）
を
国
等
の
機
関
の
長
に
交

付
す
る
こ
と
。

四

法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
（
以
下
こ
の
号

及
び
第
六
号
に
お
い
て
「
計
画
」
と
い
う
。
）
の
提
出
者
に
対
し
、
計
画
の
変
更
そ
の
他
必
要
な
措
置

を
と
る
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
。

五

法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
を
受
け
た
者
に
対
し
、

当
該
指
示
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

六

法
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
を
通
知
し
た
国
等
の
機
関
の
長
に

対
し
、
協
議
を
求
め
る
こ
と
。

七

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
主
等
に
対
し
、
特
定
建
築
物
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
基
準
へ
の
適
合
に
関
す
る
事
項
を
報
告
さ
せ
、
又
は
職
員
に
特
定
建
築
物
等
に
立
ち
入
り
、

特
定
建
築
物
等
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

八

法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
確
保
の
た
め
の
構
造

及
び
設
備
に
関
す
る
計
画
（
次
号
、
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
に
お
い
て
「
計
画
」
と
い
う
。
）
の
届

出
を
受
理
す
る
こ
と
。

九

法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
計
画
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
当
該
計
画
の
変
更
そ
の

他
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
。

十

法
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
を
受
け
た
者
に
対
し
、

指
示
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

十
一

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
等
の
機
関
の
長
か
ら
の
計
画
の
通
知
を
受
理
す
る
こ

と
。

十
二

法
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
を
通
知
し
た
国
等
の
機
関
の
長

に
対
し
、
協
議
を
求
め
る
こ
と
。

十
三

法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
主
等
に
対
し
、
建
築
物
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
基
準
へ
の
適
合
に
関
す
る
事
項
を
報
告
さ
せ
、
又
は
職
員
に
建
築
物
等
に
立
ち
入
り
、
建
築

物
等
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

十
四

法
第
三
十
条
第
一
項
（
法
第
三
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

基
づ
き
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
（
次
号
及
び
第
十
七
号
に
お
い
て
「
計
画
」
と
い

う
。
）
を
認
定
す
る
こ
と
。

十
五

法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
認
定
を
受
け
た
計
画
に
基
づ
く
建
築
物
の
新
築
等
の
状
況
に

関
し
報
告
を
求
め
る
こ
と
。

十
六

法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
認
定
建
築
主
に
対
し
、
改
善
に
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ

と
を
命
ず
る
こ
と
。

十
七

法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
計
画
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

十
八

法
第
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
が
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
に
適

合
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
す
る
こ
と
。

十
九

法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
が
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
に
適
合
し
て

い
る
旨
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

二
十

法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
三
十
六
条
第
二
項
の
認
定
を
受
け
た
者
に
対

し
、
基
準
適
合
認
定
建
築
物
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
へ
の
適
合
に
関
す
る
事
項
を
報
告

さ
せ
、
又
は
職
員
に
基
準
適
合
認
定
建
築
物
等
に
立
ち
入
り
、
基
準
適
合
認
定
建
築
物
等
を
検
査
さ
せ

る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

四


